
（百万円）

分子の構造
年度 H20 H21 H22 H23 H24

10,742 10,444 10,081 9,508 9,232

3,036 2,892 2,738 2,583 2,404

7,498 6,628 6,156 6,146 5,929

189 168 148 130 109

3,293 3,444 3,439 3,540 3,467

- - - - -

- - - - -

- - - - -

1,343 1,365 1,589 1,653 1,724

2,732 2,785 2,865 2,756 2,755

9,063 8,737 8,587 8,381 8,230

11,618 10,689 9,520 9,117 8,431

※平成25年度中に市町村合併した団体で、合併前の団体ごとの決算に基づく将来負担比率を算出していない団体については、グラフを表記しない。
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分析欄

（8）将来負担比率（分子）の構造（市町村） 平成24年度 北海道芦別市

（百万円）

過去からの起債の抑制により各会計における

比率は年々改善し、将来負担比率分子が減少し

てきている。しかし、将来負担比率は依然とし

て高い数値となっているため、今後とも緊急度

や住民ニーズを的確に把握した事業の選択によ

り、将来にわたり持続可能な財政基盤を構築で

きるよう努める。
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